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【公表日】平成20年7月3日(2008.7.3)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月17日(2009.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）によって提供されるユーザサービスのため
のセルラネットワークと、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）との間のインタ
ーワーキング方法であって、
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、ＷＬＡＮとの接続を確立するステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記ＩＭＳからのユーザサービスのためのＩＰセッションを呼び出し
、前記ＷＬＡＮから、前記ＩＭＳへのパケットデータゲートウェイ（ＰＤＧ）に対し確立
されたＩＰトンネルを介して前記ユーザサービスを受信するステップと、
　前記ＷＴＲＵが、セルラネットワークにアクセスし、該セルラネットワークを介し前記
ＩＭＳとの接続を確立するステップと、
　前記ＷＴＲＵが、前記ＷＬＡＮから前記セルラネットワークへのハンドオーバを実行し
て、該ハンドオーバ後も前記セルラネットワークを介して前記ユーザサービスを継続的に
提供するようにするステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＰＤＧは、前記ハンドオーバが実行された後に呼経路から除去され、前記ＩＭＳと
前記ＷＴＲＵとの間の前記呼経路は、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）
を介して確立されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＰＤＧは、前記ハンドオーバが実行された後も呼経路上に残り、前記ＩＭＳと前記
ＷＴＲＵとの間の前記呼経路は、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）およ
び前記ＰＤＧを介して確立されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記ＷＬＡＮから前記セルラネットワークへのハンドオーバを実行するステップは、前
記ＷＴＲＵがハンドオーバの開始メッセージを送信するステップを含むことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ハンドオーバの開始メッセージは、トンネルエンドポイントを識別することを特徴
とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ハンドオーバの開始メッセージは、ユーザＩＤを識別することを特徴とする請求項
４に記載の方法。
【請求項７】
　前記ハンドオーバの開始メッセージは、無線リソースを識別することを特徴とする請求
項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記ハンドオーバの開始メッセージは、周波数チャネルを識別することを特徴とする請
求項４に記載の方法。
【請求項９】
　前記ハンドオーバの開始メッセージは、優先度を識別することを特徴とする請求項４に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＷＴＲＵは、前記セルラネットワークとの接続が確立された後に前記ＷＬＡＮとの
接続を終了することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＷＴＲＵは、前記ＷＬＡＮとの接続を同時に維持されることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項１２】
　ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）によって提供されるユーザサービスのため
のセルラネットワークと、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）との間でインタ
ーワーキングする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　前記ＷＬＡＮおよび前記セルラネットワークの双方と通信して、前記ＩＭＳからのユー
ザサービスのためのＩＰセッションを呼び出し、前記ＷＬＡＮから、前記ＩＭＳへのパケ
ットデータゲートウェイ（ＰＤＧ）に対し確立されたＩＰトンネルを介して前記ユーザサ
ービスを受信するように構成されたデュアルモード送受信ユニットと、
　前記ＷＬＡＮから前記セルラネットワークへのハンドオーバを実行して、前記ＷＴＲＵ
が、該ハンドオーバ後も前記セルラネットワークを介して前記ユーザサービスを継続的に
提供するようにするハンドオーバ制御部と
　を備えることを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記ＰＤＧは、前記ハンドオーバが実行された後に呼経路から除去され、前記ＩＭＳと
前記ＷＴＲＵとの間の前記呼経路は、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）
を介して確立されることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記ＰＤＧは、前記ハンドオーバが実行された後も呼経路上に残り、前記ＩＭＳと前記
ＷＴＲＵとの間の前記呼経路は、ゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）およ
び前記ＰＤＧを介して確立されることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記ハンドオーバ制御部は、前記ＷＴＲＵがハンドオーバの開始メッセージを送信する
ことによって、前記ＷＬＡＮから前記セルラネットワークへのハンドオーバを実行するよ
う構成されたことを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
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　前記ハンドオーバの開始メッセージは、トンネルエンドポイントを識別することを特徴
とする請求項１５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記ハンドオーバの開始メッセージは、ユーザＩＤを識別することを特徴とする請求項
１５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記ハンドオーバの開始メッセージは、無線リソースを識別することを特徴とする請求
項１５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記ハンドオーバの開始メッセージは、周波数チャネルを識別することを特徴とする請
求項１５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記ハンドオーバの開始メッセージは、優先度を識別することを特徴とする請求項１５
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　前記デュアルモード送受信ユニットは、前記セルラネットワークとの接続が確立された
後に前記ＷＬＡＮとの接続を終了するよう構成されたことを特徴とする請求項１２に記載
のＷＴＲＵ。
【請求項２２】
　前記デュアルモード送受信ユニットＷＴＲＵは、前記ＷＬＡＮとの接続を同時に維持さ
れるよう構成されたことを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
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